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（紹介は２ページです）

《訓子府地区》

さむさむまつり“ＪＡ青年部  滑り台会場”の様子
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３年ぶりのさむさむまつりで青年部をアピール！

▲滑り台で青年部員が記念撮影

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
南
支
部
は
２
月
５
日
、

訓
子
府
町
公
民
館
前
で
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た

「
第
44
回
く
ん
ね
っ
ぷ
さ
む
さ
む
ま
つ
り
」
に
参

加
し
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。
祭

り
で
は
氷
の
滑
り
台
を
披
露
し
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

の
販
売
も
行
い
ま
し
た
。

　

滑
り
台
の
製
作
は
気
温
の
下
が
る
夜
に
実
施
。

部
員
た
ち
は
１
週
間
以
上
前
か
ら
連
日
集
合
し
、

重
機
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
斜
面
を
ス
コ
ッ
プ
で
調

整
、
水
を
ま
い
て
氷
の
斜
面
を
作
り
ま
し
た
。
祭

り
当
日
は
子
ど
も
た
ち
を
優
し
く
エ
ス
コ
ー
ト
し
、

子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
で
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

　

販
売
し
た
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
青
年
部
の
特
製
で
、

部
員
た
ち
の
収
穫
し
た
玉
ね
ぎ
や
じ
ゃ
が
い
も
、

訓
子
府
町
産
の
う
る
ち
米
「
く
ん
ね
っ
ぷ
米
太

郎
」
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
好
天
に
恵
ま

れ
、
久
し
ぶ
り
の

開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
か
祭
り

は
多
く
の
来
場
者

で
に
ぎ
わ
い
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
は
販

売
開
始
２
時
間
ほ

ど
で
売
り
切
れ
る

大
盛
況
ぶ
り
で
し

た
。
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「どんど焼き」
～一年間の災いを払い、
　 豊作や無病息災を祈る～

　１月16日に北見地区にある仁頃神

社でどんど焼きが行われました。

　どんど焼きは神社からの授与品を

御神火によって焼納し、豊作や無病

息災を祈る神事です。午前10時から神事を行った後、お

守り・しめ縄・しめ飾りなどの積み上げられた縁起物が

置かれ、しめ縄のたいまつで火をつけ焚き上げが始まり

ました。

　瞬く間にオレンジ色の炎が燃え上がり、訪れた人たち

は炎に手を合わせ、一年の無病息災を願っていました。

　今年は災害がなく、豊作となって良い出来秋になるこ

とを願っています。

▲カレーを販売する青年部員
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▲歓談の様子（訓子府町）

地
場
産
も
ち
米
で
鏡
餅

             

１
市
２
町
へ
贈
呈

▲ほうき作りに取り組む部員たち

素
敵
な
ほ
う
き
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

参
加
者
は
「
壁
飾
り
に
し
て
も
可
愛
い

し
、
子
ど
も
の
消
し
ゴ
ム
か
す
を
集
め

る
の
に
も
良
さ
そ
う
！
」
と
、
ほ
う
き

作
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、

昼
食
を
食
べ

な
が
ら
恒
例

の
ビ
ン
ゴ
大

会
を
行
い
、

交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
置
戸
支
部

は
１
月
17
日
、
塩
別
つ
る
つ
る
温
泉
に

て
新
年
会
・
研
修
会
を
開
催
し
、
部
員

19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
役
員
４
人
が
講
師
を
務
め
、

ふ
ん
わ
り
と
丸
い
形
状
に
茂
り
、
そ
の

姿
と
葉
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

「
コ
キ
ア
」
を
使
っ
た
ミ
ニ
ほ
う
き
作

り
を
行
い
ま
し
た
。

　

乾
燥
さ
せ
た
コ
キ
ア
を
麻
紐
で
ま
と

め
た
後
、
枝
先
が
真
っ
す
ぐ
に
な
る
よ

う
に
カ
ッ
ト
し
、
ほ
う
き
の
形
に
合
う

よ
う
に
布
を
裁
断
。
そ
の
場
で
ミ
シ
ン

縫
い
を
行
い
、
コ
キ
ア
に
布
を
被
せ
、

女
性
部
置
戸
支
部

　

  

新
年
会
・
研
修
会
を
開
催

▲贈呈の様子（北見市） ▲懇親会の様子 ▲完成したほうき

▲北見工業大学の贈呈式

▲くるみの会の贈呈式

　

ま
た
、
く
る
み
の
会
に
は
き
た
み
ら

い
牛
乳
を
贈
呈
。
贈
呈
式
で
は
児
童
を

代
表
し
て
、
中
村
美
結
さ
ん
が
牛
乳
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

　

乳
製
品
を
受
け
取
っ
た
北
見
工
業
大

学
の
学
生
は
「
昨
年
に
続
き
食
品
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
乳
製
品
は
か
ら
だ
に
も
良
い
の

で
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
こ
の
時
期
、

積
極
的
に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
と
き
た
み
ら
い
酪
農
振
興
協

議
会
は
12
月
、
北
見
工
業
大
学
と
日
本

赤
十
字
北
海
道
看
護
大
学
、
置
戸
町
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
く
る
み
の
会
へ
乳
製

品
の
寄
贈
を
行
い
ま
し
た
。

　

大
学
へ
の
寄
贈
は
昨
年
に
続
き
２
回

目
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
学
生
へ
の
支
援
や

乳
製
品
の
需
要
拡
大
な
ど
を
目
的
に
フ

ー
ド
バ
ン
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
当

Ｊ
Ａ
管
内
で
生
産
さ
れ
た
生
乳
が
使
わ

れ
て
い
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
プ
リ
ン
な
ど

の
乳
製
品
の
ほ
か
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
当
Ｊ
Ａ
の
カ
レ
ー

が
齊
藤
専
務
よ
り
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

〜
き
た
み
ら
い
牛
乳
な
ど
乳
製
品
を
寄
贈
〜

児
童 

学
生
た
ち
を
応
援

る
か
と
思
っ
た
が
収
穫
を
終
え
て
み
た

ら
、
平
年
作
以
上
と
な
り
ホ
ッ
と
し
て

い
る
。
今
年
も
鏡
餅
を
届
け
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
」
と
今
年
の
出
来
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。
鏡
餅
を
受
け

取
っ
た
北
見
市
の
辻
直
孝
市
長
は
「
例

年
、
鏡
餅
を
届
け
て
も
ら
い
あ
り
が
た

い
。
鏡
餅
を
見
て
市
民
の
皆
さ
ん
が
良

い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
き
っ
か
け
と
な
っ

て
く
れ
れ
ば
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　

贈
呈
し
た
鏡
餅
は
各
行
政
の
玄
関
口

に
飾
ら
れ
、
鏡
開
き
に
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
と
き
た
み
ら
い
も
ち
米
振
興

会
は
12
月
26
日
、
当
Ｊ
Ａ
管
内
の
北
見

市
、
訓
子
府
町
、
置
戸
町
の
１
市
２
町

を
訪
れ
、
例
年
実
施
し
て
い
る
地
場
産

も
ち
米
で
作
っ
た
鏡
餅
を
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

鏡
餅
は
当
Ｊ
Ａ
で
生
産
さ
れ
た
令
和

４
年
産
の
「
き
た
ゆ
き
も
ち
」
を
使
用

し
、
二
段
重
ね
で
重
量
約
６
㎏
に
な
り

ま
す
。
当
日
訪
れ
た
Ｊ
Ａ
役
員
と
同
振

興
会
役
員
か
ら
、
各
行
政
の
首
長
へ
直

接
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
振
興
会
の
畑
中
利
男
会
長
は
「
今

年
は
大
雨
が
降
り
、
も
ち
米
も
ど
う
な

▲会場の様子

▲発表する生徒

に
地
産
地
消
や
異
文
化
に
対
す
る
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
ほ
か
、
北
見
市
民
な

ど
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら

う
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

活
動
で
は
、
北
見
市
の
姉
妹
都
市
が

あ
る
４
か
国
の
レ
シ
ピ
を
も
と
に
Ｅ
Ｃ

Ｏ
み
ら
い
野
菜
や
き
た
み
ら
い
牛
乳
を

使
用
し
た
給
食
メ
ニ
ュ
ー
を
考
案
し
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
を
紹
介
し
た
手
作
り
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
地
域
の
給
食
と

し
て
届
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
小
中
学
生
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

か
ら
一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
報
告
し

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ

を
開
設
し
、
活
動
に
関
わ
る
情
報
を
地

域
へ
発
信
し
ま
し
た
。

　

発
表
会
の
最
後
に
は
、
講
評
と
し
て

オ
ホ
ー
ツ
ク
教
育
局
教
育
支
援
課
の
楠

本
学
主
査
よ
り
「
今
回
の
取
り
組
み
は

学
習
の
意
味
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
良

い
き
っ
か
け
に
な
っ
て

い
る
と
感
じ
た
発
表
だ

っ
た
。
今
後
も
、
様
々

な
こ
と
に
対
し
て
自
分

な
り
の
仮
説
を
立
て
て
、

探
求
し
続
け
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

留
辺
蘂
高
等
学
校
は
２
月
１
日
、
各

学
年
が
１
年
間
の
学
習
成
果
を
発
表
す

る
総
合
学
科
研
究
発
表
会
を
実
施
し
ま

し
た
。
38
人
の
来
賓
が
参
加
す
る
な
ど

多
く
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

１
年
次
生
は
「
産
業
社
会
と
人
間
」
、

２
年
次
生
は
「
総
合
的
な
探
求
の
時

間
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
そ
れ
ぞ

れ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
学
習
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

３
年
次
生
で
は
「
課
題
研
究
発
表
」

と
し
て
国
際
ゼ
ミ
と
福
祉
ゼ
ミ
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、

国
際
ゼ
ミ
で
は
「
つ
な
ご
う
食
エ
コ
の

輪
！
～
Ｅ
ｃ
ｏ―

ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｌ
ｉ
ｎ

ｅ
ｓ
ｓ　

ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｔ
ｓ　

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ　

ｓ

ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ　

ｌ
ｕ
ｎ
ｃ
ｈ
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
を
設
定
し
、
地
域
の
小
中
学
生

〜
留
辺
蘂
高
校
　
総
合
学
科
研
究
発
表
会
〜

１
年
間
の
学
習
の
成
果
を
披
露
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置戸地区・秋田

大和谷 由理さん（53歳）

ゆ　り

　今回は女性部置戸支部の大和谷支部長に登場いた

だきました。

きたみらい技能実習生

グエン ゴック タオ ヴィさん（20歳）

出身地：ベトナム（ドンナイ省）

役立つベトナム語講座

Ｑ趣味はなんですか?
　　絵を描くことや本を読むことです。アニメ　「呪術廻戦」の絵を描いたりします。Ｑ好きな日本語はなんですか?
　　「今夜は月がきれいですね」Ｑ日本の好きな食べ物はなんですか?　　焼肉です。みんな好きですよね！Ｑ北見に来て大変だったことはなんですか?　　寒いことが一番大変です…！Ｑ日本でやってみたいことはありますか?　　茶道やスキーをやってみたいです。Ｑ色々な実習をしてみてどうでしたか?　　日本人とたくさん交流できてとても楽しい　です。

　厳しい寒さが続いていますが、ベトナム語で「寒い」
は２つの言い方があります。普通に寒いときは“ライ
ン”、とても寒いときは“ゼッ”と寒さの度合いによっ
て使い分けるそうです。きたみらい地域の身を切るよう
な寒さは「ゼッ」を使うのが良さそうですね！

みらいプロジェクトチャンネル
vol.21「農に対する国民の意識」アンケート結果について⑤

北海道大学大学院農学研究院　小林　国之

　Ｗｅｂアンケートの結果をお伝えするのは今回が最後です。最後は、回答者の人たちの「価値
観」を聞きました。協同組合である農協が大切にしている価値は、協同組合原則に示されている
ように、自助、自己責任、民主主義、平等、公正、連帯です。こうした価値観の一方で、いわゆ
る新自由主義的な価値観（「今だけ、金だけ、自分だけ」といわれます）もあります。協同組合
的な価値観を持っている人、新自由主義的な価値観を持っている人がどのような「属性」にいる
のか。そして前々回でお伝えしたような「農協に対する見方」との関係はどのようになっている
でしょうか。
　価値観について全体の回答は図のようになりました。全体的には、人助けに関する項目が高い
ということが分かります。「困った人を助けるのは素敵なこと」など人を助けることの項目が高
い割合となっています。一方で「自己努力でなんとかする」も高くなっており、かつ「他人に助
けを求める」は16.9％と低い傾向がありました。ここからは、「人を助けることは大事だが、自
分は自分でなんとかする」という姿を想像することができます。自分は人を助けるけれども、人
に助けを求めることはできない・したくない。ここから「自己責任」という言葉が人々に「生き
づらさ」をもたらしているということがわかるかもしれません。助け合いの社会を作っていくた
めには、助けることだけではなく、助けられる環境を作ることも重要な課題といえるでしょう。
　さらに、価値観の回答を「農協に対する見方」の時と同じように主成分分析という手法で分類
すると３つの要素に分けることができました（「人を助ける」「他人に助けを求める」「経済成
長・能力主義」）。その３つの要素の度合いで全回答者を６つのタイプに分類することができま
した。回答者で最も多いタイプ（全体の39.9％）が、この３つの要素どれも低い傾向にある人た
ち（特にこの３つの要素について強い意識を持っていない人たち）でした。次に多かったのが全
体の18.2％で「人を助ける」が強くそれ以外は低い傾向の人たちです。そして次は15.4％が「経
済成長・能力主義」が強くそれ以外は低い人たちでした。こうしたグループがどの属性（性別・
年齢）で多い傾向にあるでしょうか。「人を助ける」グループは高齢女性で高い傾向にあり、
「経済成長・能力主義」は高齢男性で高い傾向にあることがわかりました。そして、数としては
全体の１割程度ではありますが、若い女性において、「人を助ける」と「他人に助けを求める」
が両方比較的高い傾向にありました。また、「他人に助けを求める」は若い男性にも比較的多く
なっていました。
　最後に前々回の農協に対する見方との関係も含めて、属性毎に特徴を整理しましょう。40～50
歳代男性は、農協に対しては古い組織という認識が強く、価値観としては経済成長を重視してい
る人が多い傾向にあります。50～70歳代女性は、農協に対しては安全な農産物を提供する組織と
いう見方が多く、価値観としては「人を助ける」ということが高いです。そしてＺ世代と呼ばれ
る若者は男女ともに農協に対しては「公正な組織」という見方が多く、価値観として、男性は経
済成長・能力主義の傾向がやや強く、女性は「助け・助けられ」の共助の価値観を比較的強く持
っている事が分かりました。
　こうした世代ごとの意識の違いに応じて、農協としても情報発信戦略を考えていくことが大切
になるでしょう。

あなたの価値観に当てはまるものは？（複数回答）回答者の割合（単位：%）

当
て
は
ま
る

　
も
の
は
な
い

日
本
は

助
け
合
い
が

　
あ
る
社
会

困
っ
た
人
を

  

助
け
る
の
は

　
素
敵
な
こ
と

自
己
努
力
で

　
な
ん
と
か

　
　
　
す
る

他
人
に
助
け

　
を
求
め
る

知
ら
な
い
人

　
を
助
け
る

身
近
な
人
を

　
　
助
け
る

能
力
に

　
応
じ
て

　
　
金
儲
け

自
由
貿
易

　
　
　
賛
成

経
済
成
長

「女性部活動で　　　　　
　　気分転換しませんか！」

◆出身、結婚に至るまでは？
　愛知県出身です。「ハイジ」や「ムツゴロウさ
ん」などテレビの影響もあり、牧場で生活したら楽
しそう！と子どもの頃からイメージしていたことや、
北海道に行ってみたい気持ちもあり、訓子府町の
酪農実習生として北海道に住むことになりました。
訓子府町で数年間の実習を終えた後、一度実家に
戻りましたが、ご縁があり再び訓子府町へ。同じ畑
作農家で働いていた現在の夫を紹介されたことが
きっかけでお付き合いがスタートし、知り合って半
年後には結婚式を挙げ３人の子どもに恵まれまし
た。夫の仕事に対して一生懸命なところは今も変
わらず尊敬しています。
◆ご自身はどんな性格だと思いますか？
　動物好きで、おおざっぱな性格。何かあっても
「ま、いっか！」と切り替えるのが早いです。
　今は犬３匹、猫９匹、金魚３匹を飼っていますが、
子どもからは「家の中が片付かないよ！」と言われ
ています。
◆趣味は？
　昔から絵を描くことが好きだったので、最近は
飼っている猫の絵を描いています。あとは、家の周
りの景色をスマホで撮ることです。冬は雪景色、夏
はお庭の風景など四季の彩りを楽しんでいます！
◆組織活動の魅力は？
　子どもが大きくなってからは横の繋がりも少な

くなってしまい、家と牛舎の
往復になっていましたが、女
性部活動がきっかけで他の酪
農家や、あまり接点がない畑
作農家とも交流する機会がで
き、何よりも自分自身の気分
転換に繋がることが魅力の一
つですね！▲大和谷さん作：猫の絵
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初
日
は
埼
玉
県
に
あ
る
農
研
機
構
の
農

業
機
械
研
究
部
門
を
視
察
。
こ
こ
で
は
農

業
機
械
の
安
全
性
の
試
験
な
ど
を
行
っ
て

お
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
安
全
キ
ャ
ブ
、
フ

レ
ー
ム
の
試
験
や
、
事
故
防
止
の
た
め
に

開
発
さ
れ
た
ト
ラ
ク
タ
ー
の
片
ブ
レ
ー
キ

防
止
装
置
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
農
作
業
事
故
の
Ｖ
Ｒ
を
体
験
し
、

参
加
者
と
担
当
者
で
意
見
交
換
を
行
い
ま

三
組
織
合
同
視
察
研
修
を
実
施

　
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
青
年
部
・
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
は
12
月
13
日
か
ら
15

日
ま
で
の
３
日
間
、
三
組
織
合
同
視
察
研
修
を
東
京
都
、
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
に

て
実
施
し
、
三
組
織
の
本
部
役
員
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
致
し
ま
す
。

視察研修を終えて
実際に現場を訪問し説明をお聞きすることで、さまざまな学び

や気付きがありました。お忙しいなか快く受け入れていただいた
関係各所の皆様に心より感謝申し上げます。
　また本視察研修は三組織で２泊３日を過ごし、ゆっくりと交流、
意見交換ができる貴重な機会にもなり、とても有意義な時間を過
ごすことができました。
　視察研修を終え、改めて組織間の交流や繋がりを深める重要な
事業だと感じました。コロナ禍でもできることを模索し、今後も
各組織や関係各所との繋がりを深められるような研修の企画・実
施の継続をよろしくお願い申し上げます。

団長　坂下　祐太

し
た
。

　

２
日
目
の
午
前
中
は
東
京
都
大
手
町
に

あ
る
地
上
37
階
建
て
の
Ｊ
Ａ
ビ
ル
を
訪
問
。

Ｊ
Ａ
全
農
広
報
部
の
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
担

当
者
か
ら
広
報
活
動
に
お
け
る
コ
ツ
や
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
い
ち
早
く
農
業
政
策
の
情
報
収

集
や
現
場
の
声
を
届
け
る
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
て
、
令
和
３
年
同
ビ
ル
内
に
開
設

さ
れ
た
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
東
京
事
務
所
を

視
察
。
当
Ｊ
Ａ
河
田
所
長
よ
り
東
京
事
務

　

初
日
は
女
満
別
空
港
か
ら
羽
田
空
港
を

経
由
し
、
福
井
県
へ
。
足
が
す
く
む
よ
う

な
断
崖
絶
壁
で
知
ら
れ
る
北
陸
最
大
の
景

勝
地
「
東
尋
坊
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
激
し

い
雨
と
風
に
見
舞
わ
れ
ゆ
っ
く
り
と
景
色

を
楽
し
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

大
き
な
波
が
岩
を
打
ち
付
け
る
様
子
か
ら

日
本
海
の
荒
々
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
「
大
本
山 

永
平
寺
」
を
見

学
。
道
元
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
禅
の
修
行

道
場
で
、
今
も
多
く
の
修
行
僧
が
日
々
厳

　
Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部
は
11
月
15
日
か
ら
18
日
ま
で
の
３
泊
４
日
で
北
陸

農
業
視
察
研
修
を
行
い
、
50
人
の
部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
内
容
に
つ
い

て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

し
い
修
行
に
励
ん
で
い
ま
す
。
実
際
に
修

行
僧
か
ら
説
明
を
受
け
、
広
い
境
内
を
巡

り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
石
川
県
に
移
動
し
、

日
本
三
名
園
の
ひ
と
つ
「
兼
六
園
」
で
自

然
美
を
堪
能
し
ま
し
た
。
現
地
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
に
園
内
を
案
内
し
て

も
ら
い
、
冬
の
風
物
詩
「
雪
吊
り
」
を
見

ま
し
た
。

　

３
日
目
の
最
初
は
「
輪
島
朝
市
」
へ
。

平
安
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
と

て
も
歴
史
の
あ
る
朝
市
で
、
日
本
海
で
獲

れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
や
地
元
の
工
芸
品
な

ど
が
販
売
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
お
店
の
方

の
話
が
面
白
く
、
つ

い
つ
い
買
い
た
く
な

る
巧
み
な
話
術
に
引

き
込
ま
れ
ま
し
た
。

農
畜
産
物
を
Ｐ
Ｒ
す

る
際
に
参
考
に
し
た

い
と
話
す
部
員
も
お

り
、
消
費
者
の
立
場

か
ら
生
産
・
販
売
に

つ
い
て
考
え
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

所
の
概
要
や
近
況
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

午
後
は
神
奈
川
県
に
移
動

し
、
横
浜
植
物
防
疫
所
を
視

察
。
植
物
防
疫
所
は
農
林
水

産
省
の
機
関
で
あ
り
、
海
外

か
ら
の
病
害
虫
侵
入
や
海
外

へ
の
病
害
虫
流
出
を
防
ぐ
た

め
、
輸
出
入
検
疫
や
種
苗
の

検
疫
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
は
じ
め
に
植
物
防
疫
所

が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
映
像
を
見

な
が
ら
学
習
し
、
そ
の
後
は
資
料
展
示
室

で
害
虫
の
標
本
や
検
査
器
具
な
ど
を
見
学

し
ま
し
た
。
視
察
を
通
じ
て
、
安
心
し
て

営
農
で
き
る
背
景
に
は
検
査
員
の
地
道
な

仕
事
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
３
日
目
は
箱
根
神
社
、
九
頭

龍
神
社
を
参
拝
し
、
再
び
東
京
都
へ
移
動
。

最
後
は
豊
洲
市
場
の
青
果
棟
を
視
察
し
ま

し
た
。
豊
洲
市
場
は
東
京
都
の
11
あ
る
中

央
卸
売
市
場
の
1
つ
で
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
も

玉
ね
ぎ
、
馬
鈴
し
ょ
な
ど
を
出
荷
し
て
い

ま
す
。
市
場
で
は
、
野
菜
や
果
物
関
係
の

卸
売
場
や
仲
卸
売
場
を
見
学
し
、
き
た
み

ら
い
産
の
玉
ね
ぎ
や
馬
鈴
し
ょ
も
発
見
で

き
ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
し
た
汚
れ
や
シ
ミ

な
ど
も
買
出
人
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
に
つ
な

が
る
た
め
、
品
質
管
理
を
徹
底
し
て
ほ
し

い
と
説
明
を
受
け
、
参
加
者
は
今
後
の
営

農
へ
の
意
欲
を
高
め
ま
し
た
。

▲農研機構にて

▲豊洲市場できたみらいの馬鈴しょをチェック

▲参加した女性部員

▲兼六園で説明を聞く様子

▲箱根神社の平和の鳥居前で記念撮影

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

女
性
部

青
年
部

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
女
性
部

 

北
陸
農
業
視
察
研
修
を
実
施

そ
し
て
、
能
登
半
島
の
さ
ら
に
先
に
移
動

し
「
白
米
千
枚
田
」
を
視
察
。
す
で
に
収

穫
は
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
急
斜
面
に

幾
重
に
も
段
に
な
り
海
へ
と
広
が
る
田
ん

ぼ
は
全
部
で
１
０
０
４
枚
あ
り
、
栽
培
は

手
作
業
で
行
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
参

加
し
た
部
員
は
「
北
海
道
の
大
規
模
農
業

と
比
べ
る
と
違
い
は
大
き
い
が
、
消
費
者

に
安
心
安
全
で
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
は
同
じ
だ
と
感

じ
た
。
そ
の
土
地
の
特
徴
を
生
か
し
た
農

業
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
「
ひ
が
し
茶

屋
街
」
を
散
策
。
ひ
が
し
茶
屋
街
は
金
沢

文
化
を
代
表
す
る
茶
屋
街
の
ひ
と
つ
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
街
並
み
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

　

４
日
目
は
「
Ｊ
Ａ
白
山
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
地
元

の
生
産
者
が
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た
新
鮮

な
農
畜
産
物
や
水
産
物
、
地
域
の
伝
統
文

化
で
あ
る
発
酵
食
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
て

お
り
、
地
元
住
民
か
ら
も
人
気
の
直
売
所

と
の
こ
と
。
ま
た
、
全
国
各
地
の
農
畜
産

物
も
販
売
さ
れ
て
お
り
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
産

の
野
菜
も
並
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

北
陸
最
大
級
の
九
谷
焼
専
門
店
「
九
谷
満

月
」
で
マ
グ
カ
ッ
プ
の
絵
付
け
を
体
験
し

ま
し
た
。
想
像
以
上
の
難
し
さ
に
悪
戦
苦

闘
し
ま
し
た
が
、
旅
の
良
い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
で
し
た
が
、

全
部
員
の
約
25
％
に
あ
た
る
50
人
も
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
他

支
部
の
部
員
と
の
親
交
が
深
ま
り
今
後
の

女
性
部
活
動
の
活
発
化
に
も
つ
な
が
る
と

思
う
」
と
い
う
声
も
あ
り
部
員
同
士
の
交

流
と
し
て
も
大
き
な
意
義
の
あ
る
視
察
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

▲ひがし茶屋街を散策

▲絵付け体験の様子

▶焼き上げ前の
　　マグカップ
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農作業中の事故に備えませんか？～労災保険～
　例年、当ＪＡ管内では農作業事故が多発しており、特に機械等を使用する作業時に

は大きな事故につながります。組合員の方には安全作業の徹底を図ってもらうととも

に、万が一の際には負担を最小限に抑えるため、労災保険への加入をお勧めします。

お問い合わせ：担い手グループ　TEL:24－2145（榎本・辻本）

「基本チェックリスト」について ⑧
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第12回 理事会報告
　１月27日、午前10時30分より第12回定例理事会が開催さ

れ、報告事項14件、決議事項17件が協議され、原案通り承

認されました。

　
【報告事項】

①内部監査（経営統制・無通告・コンプラ倫理）報告につ

　いて

②組合員状況報告について

③財務状況報告について

④令和４年度クミカン精算状況について

⑤理事に対する資金の貸付に係る報告について

⑥令和４年度の対策農家収支実績報告について

⑦令和４年12月22日～26日大雪被害報告について

⑧高齢者福祉活動（生活相談業務）について

⑨令和３年産・４年産もち米の精算について

⑩令和３年産大豆の精算について

⑪生乳生産状況及び個体取引価格状況について

⑫渡辺繁敏氏の宇都宮賞受賞報告について

⑬人事の発令について

⑭コンプライアンス事故報告について

　
【決議事項】

①令和５年度監査計画書（案）（内部監査）について

②出資減口について

③定款・規程類の改正について

④減損会計による減損額について

⑤令和５年度借入金の最高限度について

⑥固定資産の処分について

⑦令和５年度理事に対する資金の貸付（貯金・共済担保）

　について

⑧令和５年度信用供与等の限度額設定及び貸付金利率の最

　高限度について

⑨令和５年度１億円を超える信用の供与等の設定について

⑩令和５年度理事に対するクミカン貸越極度額の設定につ

　いて

⑪期末手当の支給について

⑫令和６年度職員採用計画について

⑬種馬鈴しょ生産に関する北海道への提言について

⑭米麦施設の再編整備について

⑮令和５年度畜産振興対策事業について

⑯令和５年度事業収支計画（案）について

⑰冬期地区別懇談会提出資料について

第11回 理事会報告
　12月28日、午後１時30分より第11回定例理事会が開催さ
れ、報告事項21件、決議事項12件が協議され、原案通り承
認されました。
　【報告事項】
①食の安心・安全監査実施報告書について
②内部監査（営農・経営・販売・畜産部門）報告について
③組合員状況報告について
④財務状況報告について
⑤不祥事ゼロ運動における現金・棚卸資産管理の自主点検
　結果報告について
⑥貯金口座動向検証状況について
⑦理事に対する資金の貸付に係る報告について
⑧グリーンズ北見の上半期経営状況について
⑨人事の発令について
⑩対策農家の収支見込と精算対応（予定）について
⑪Ｒ３年・Ｒ４年産小麦の精算について
⑫Ｒ４年産もち米の精算について
⑬Ｒ４年産米麦乾燥調製料について
⑭Ｒ３年産でん原馬鈴しょの精算について
⑮Ｒ４年産玉ねぎ・馬鈴しょの選果販売状況について
⑯生乳生産状況及び個体取引価格状況について
⑰牛乳・乳製品等需要拡大対策の取組経過と今後の計画に
　ついて
⑱酪農家の新型コロナ・資材高騰による影響額（各対策見
　込後）について
⑲令和４年６月18～20日、７月４日の降雹・集中豪雨に係
　る災害対策実績及び見込みについて
⑳酪農・畜産経営安定対策に係る各行政・ＪＡ支援実績に
　ついて
㉑Ｒ４年各種補助事業（国費・道費）実績について
　【決議事項】
①出資減口について
②固定資産の処分について
③理事に対する資金の貸付について
④規程類の改正について
⑤当組合における取引のリスク評価書及びリスク総括表の
　改定について
⑥令和５年度冬期地区別懇談会の日程（案）について
⑦第20回通常総代会の日程（案）について
⑧北海道報徳（善行賞）受賞候補者の推薦について
⑨網走地区森林組合からの脱退について
⑩Ｒ３秋～Ｒ４春ＰＣＮ発生に係るＪＡ支援額決定について
⑪合併20周年記念事業実施（案）について
⑫令和５年度事業計画基本方針（案）について

 

Ｈ26.04　入組
Ｈ26.05　購買部資材東エリア
Ｈ27.02　購買部北見端野資材店舗
Ｈ29.04　販売企画部企画開発グループ
Ｒ04.04　営農振興部担い手グループ
令和４年12月29日付　退職
■在職期間　８年８か月

（営農振興部担い手グループ）
茂　泉　千　裕
も 　　いずみ　  ち　　 ひろ

Ｒ04.04　入組
Ｒ04.04　販売企画部組織振興東グループ

令和４年12月６日付　退職

■在職期間　８か月

（販売企画部組織振興東グループ）
蓑　嶋　　　楓
みの　　しま　　　　　　かえで

Ｒ03.04　購買部農機自動車グループ

令和４年12月31日付　退職

■在職期間　１年８か月

（購買部農機自動車グループ）
梶　浦　寛　志
かじ　　うら　　ひろ　　 し退職のお知らせ

　退職職員をお知らせします。
　在職中は、組合員皆様を始め、地域皆様の

ご厚情をいただき誠にありがとう
ございました。

農水省とオホーツクJA青年部の
Ｗｅｂ意見交換会に参加

～青年部本部役員研修～
　ＪＡきたみらい青年部は１月25日、北見農業会
館で本部役員８名が農水省とオホーツクＪＡ青年
部のＷｅｂ意見交換会にオブザーバーとして参加
しました。
　畑作青果と酪農畜産部門のそれぞれの情勢や今
後の課題について、質問や意見が交わされ活発な
意見交換となりました。
　役員研修に参加した役員らは「貴重な意見交換
会に参加でき良かった。内容も現在の情勢や今後
の課題についてで、自分たちの営農に関わること
を聴けて良かった」と話していました。

▲Ｗｅｂ意見交換会の様子
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Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

応 募 方 法
　答えが解った人は、別紙の応募用紙に答え
（番号）と広報誌へのご意見・ご感想を記入し
てＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの「玉ね
ぎと牛すじのカレー」と「玉ねぎとチーズが溶
け込んだポークカレー」をプレゼント致します。

１月号クロスワードの当選者
　１月号のクロスワードの答えは「フ、リ、ソ、デ」でし

た。正解者27名の中から抽選の結果、当選者は次の方々

です。

　以上の方々には、JAきたみらいの「オリジナル商

品詰め合わせセット」をプレゼント致します。

（　　　）内は地区名

・佐藤恵美子さま（訓子府）・西端　恒希さま（北　見）
・杉田るみ子さま（訓子府）・武田美栄子さま（端　野）
・宮本　蒼空さま（訓子府）・井上　夕紀さま（留辺蘂）

        年は何の被害も出ない穏やか
　　　な１年になってくれると
いいですね。コロナが終息しウ
クライナにも平和が訪れてくれ
ることを祈ります！！

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

　大勝負の年ですね！健康には最大限気を使いつつ、勉

強も一生懸命頑張ってください！試験までの追い込みや

結果発表までのドキドキなど精神的にも不安定になりが

ちですので、応援してくれる存在は大きな支えになりま

　　すよね。合格のお便りを楽しみにしています！

　コロナは流行して３年、ロシアのウクライナ侵攻ももう

すぐ１年が経ちますね。昨年の天候被害など暗い話が多い

ですが、ウサギの力で災厄などを跳ねのけ、平和な１年に

なればと思います。

（訓子府地区　細川　美重子さん）

今　　  年は娘の受験Ｙｅａｒです。健康管理に気をつけ

　　 て夢に向かって頑張ってほしいです。家族で応援

　　 しています！　

今
（留辺蘂地区　井上　夕紀さん）
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和５年１月20日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,593人

5,800人

877戸

121,884百万円

13,033百万円

5,021百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

切りたんぽのお焦げ風カキとセリの卵とじ

・最近はコロナだけでなくインフルエンザも流行しており、周りでも罹
　患したという話をよく聞きます。この時期は寒い日が続きますので、
　体調を崩さないよう体調管理をしっかり行いましょう！
・コロナが流行しマスクや手指消毒などをする生活が始まっておよそ３
　年になります。それ以前はインフルエンザの流行時期でもマスクや消
　毒はしていなかったのですが、これだけ長い期間続けていると、コロ
　ナ流行前のことを思い出したときに不思議な感じがしてしまう、今日
　このごろです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（加藤　拓海）

❶切りたんぽは斜めに４つ切りにしてサラダ油
（分量外）でカリカリに素揚げし、鶏もも肉は
薄切り、ハクサイはざく切り、タケノコ水煮は
縦に薄切り、ニンジンは短冊切り、キクラゲは
細切り、チンゲンサイはざく切りにする。

❷スープの材料を鍋で沸かしておく。
❸中華鍋にサラダ油大さじ３を入れ、ショウガス

ライス、タカノツメ、鶏もも肉を中火で炒める。
順にハクサイ、ニンジン、チンゲンサイ、タケ
ノコを入れ、強火で炒め、軽く塩・こしょうを
振る。

❹③に②を注ぎ、むきエビ、キクラゲを入れ水溶
き片栗粉でとろみを付け、ごま油を回しかける。

❺器に揚げた切りたんぽをのせ、上から④をかけ
出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（３人前）◆
…………適宜

……………小さじ１
…………大さじ３

…………適宜
　

　………………360ml
　…小さじ１

……………………２g
………大さじ１

…………大さじ２

切りたんぽ
鶏もも肉
ハクサイ
タケノコ水煮
ニンジン
キクラゲ
チンゲンサイ
むきエビ
ショウガスライス
タカノツメ

水溶き片栗粉
ごま油
サラダ油
塩・こしょう
スープ
　水
　鶏がらスープ
　塩
　しょうゆ
　料理酒

…………３本
…………100g

…………1／8個
……1／2本

…………1／3本
……………60g

………１本
……………６尾

…３枚
…………１本

❶カキはよく洗い水気を取っておき、セリは

１cmのざく切りにする。

❷小鍋にだしの材料を入れ、沸かして火を止

める。

❸②にカキを入れ、中火で２、３分煮て溶き

卵でとじ、セリを散らし30秒ほどふたをす

る。

❹器にご飯を盛り付け③を上にのせ、粉さん

しょうを振りかけ出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（１人分）◆
…………………………………………80g

………………………………………1／4把

……………………………………１個分

………………………………適宜

………………………茶わん1杯（200g）

　

……………………………60ml

………………………小さじ１

………………………………小さじ１

カキ

セリ

溶き卵

粉さんしょう

ご飯

だし

　かつおだし

　薄口しょうゆ

　みりん


